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P2−・79　 当院で経験した急速な経過をとり予後不良で あっ た若年子宮体癌の 2例

国 立病 院機構九州が ん セ ン ター
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子宮体癌 の うち 40 歳未満の 若年子 宮体癌 は 全 体 の 齣 5％ を 占 め る と言 わ れ．大 部 分が 高分化型，また 猛 期が 3 分 の 1 を 占め

る な ど予後良好 と考え られ てい る．しか し，
一

部に悪性度 の 高い 症例が存在す る こ と も知 られ て い る，1997年か ら2006 年の

10年問 に 当科で 経験 した 子寓体癌全 体 は 371例．そ の 中 で 40歳以 ドの 若年子宮体癌 は 24 例で あっ た．こ の うち現在死亡を

確認 して い る の は 4名 （うち 2名は他癌死〉で あ る．我々 の 経験 した若年．予宮体癌の うち，急速な経過を と り予後不良で あ っ

た 2例を報告す る．＜症例 1＞38歳，経妊 0経産  ，過多月経お よ び下 腹部痛 を主 訴 に 受診 し た．MRI 上 子宮内膜 は 15mm

に 肥厚 し，内膜生検にて類内膜線癌 grade3 と診断され た．また，肝臓 ・肺 ・リ ンパ 節 に 多発性転移 を認め た．子宮体癌 IVb

期 0）診断で パ ク リタ キ セ ル ・カ ル ボ プ ラ チ ン療法 を開始 し，一時 縮 小 す る も 2 コ ース 後 に再 燃 した．そ の 後も金 身化 学療法，

群動注 を飽行 したが 腫瘍 の 増大 は続 き，絵療開始 よ り3 ヵ 月 Elに 永蹴 され た．剖検 に て多臟器 に謙管侵襲 の 著明な類内膜腺

癌 の 転移像が確認された．〈 症例 2＞ 38 歳 経妊 2経産 2，不正出血の た め 近医で 経過観察中，内膜 生 検 で類 内膜 腺癌 が 検出

され た．当科を紹介 となり予宮体癌根治術を施行，腫膓は 2Cm 大で筋層漫潤は lmm で あ っ た．子宮体癌 Ib期，類内膜腺癌，

STradelと診断 し治療終了 と した，治療後 9 ヶ 丹の 腹部CT で 異常 はな か っ たが
，

そ の 3 ヶ 月 後食 欲 低 下 ・腹 部膨満感を主訴

に 受診 大 澄腹水 ・多発肝転移 ・肝機能障害で 入 院 と な っ た．入 院後急速 に全身状態が悪化し，自覚症状 の 出現 よ り 1 ヶ 月

擦に 永眠され た．

P2 −BO　 初期子宮体癌 に 対 して レ ゼ ク トス コ ープ を用 い た病変 切 除 後 に妊娠 ・分娩 に 至 っ た…例
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29歳，1経妊 0経産，結婚 後 4年の 不妊主訴に て煎医受診．組織検査 で 予宮体癌 と診 断 され，当科紹介．挙児希望強く．黄

体 ホ ル モ ン藻法 と して ヒ ス ロ ン 200〜400mg ！日投与を行 い ，6 ヶ 月後 に 予宮内膜全面掻把術施行．一部 に癌組織を認め，　MRI
で も筋層浸潤を疑 う所見を認めたため，十分なイ ン フ ォ ーム ドコ ン セ ン トを行い ，2 ヶ 月後 に レ ゼ ク トス コ ープ 下 に 病 変 蔀切

除衛 を施 行 した．術 後の 子 宮内膜細 胞診で は 疑陽性 で あ っ た もの の 組 織検査 で は陰牲で あり，そ の 後の 綱胞診 組織診で は

異常を認 め なか っ た．1年後，IVF−ET 施行され，娃娠 したもの の ，妊娠 19週に 頸管無力症 の た め 自然 流産 とな る．胎盤や

脱落膜組織 に異常 は 鰓め られ な か っ た．2 年後，2 鋼 目の IVF−ET で 妊娠し，シ ロ ッ カー
手衛 を雄行後，経過 観察を行い 妊娠

33週 5 日に帝王切 開術 に て分娩 となっ た．児の 出雄 体重 1926霧，APGAR 　SCORE 　9点／5分で あ っ た．その 後の 児の 発育 も良

好で ある．麗後の 子窩内 膜 細 皰診 で も異 鴬 を認 め て い な い ．子宮俸癌患者 の 子宮湿存は黄体ホル モ ン 療法と子富内膜掻掘籍

が行われて い るが，対象 は 子宮体癌   期
〜la期まで に 限 られて い る．子富体癌 に レ ゼ ク トス コ ープに よる外科的療法 を行っ

た後 に妊 娠
・分娩に い た っ た癌例 報告は 今まで 認めて い ない ．

P2−8噛　 子富体部平滑筋肉腫の 術葡診断に 関す る検討
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爾 醐 子 宮体癩平滑 筋肉腫 は極め て悪性魔が高 い 腫瘍で あるた め，平滑筋腫との 鑑嬲が重要で ある が，その 術前診断 に苦慮

す る こ とが 多い ．そ こで，平滑筋肉輝 の 術前診断の 向上 を目的 として ，臨床的 に検討 を行な っ た．【方法12000年 1 月
〜2006

年 9月 に加療 した平潰筋肉腫 4例 α期
一1 例，工II期一1例．　 IV期一2例）を対象 と し，年齢，主 訴，血 中 LDH 値，超啻波 ・MRI

検査，子宮頸部 ・内膜細胞診，腫瘍 の 経靉管的 針礁 検 に よ る術 前診 断 に つ い て後方視的 に 検討 し た．【戎績】年齢は 50一繊

歳，閉経後 3例，主訴は IV期 の 2例 で は不正性器繊血，　HI 期の 1例で は 下 腹部腫瘤感を認め たが，1期症例で は貧血 の み で

自覚症状を認め なか っ た，H レ IV 期 の 3例 で は超 音波検査 にお い て 鍾瘍 は分葉状の 充 実性腫瘤像を呈 し，1期症例 で は単発

性 の 充実性腫瘤像で あ っ た．い ずれの 症例に お い て も頸部お よび内膜細胞診 に は悪性所見を認め な か っ た．III・IV期症例 の

3例で は 血 申 H ｝H 値は一ヒ昇し，その うち MRI を施行 した 2例で は 変性 筋 腫 また は 平滑 筋肉腫が 疑 わ れ た．　 MRi に て 悪性 が

疑 わ れた 部位の 経頸管 駒 針生検を行っ た 1例で は，衛葡 に 乎滑筋肉腫 と組織診断 を彳了うこ とが で きた．【結論】進行例 で は

MRI 所見，血 中 LDH 値か ら 平滑筋 肉腫 の 推 定が 可能 で あ っ た．子宮平滑筋肉腫の 早期診断や 術前の よ り正確 な 診断を行 うた

め に，経頸管鯰針坐検 に よ る検査が有用 で あ る可能性が 示峻され た．
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